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ささえりあ三和は熊本市の委託を受け、「城山・高橋・池上」校区にお住まいの方々を担当しています。 

 

緩和ケアとは、患者さんやそのご家族に対して、身体の痛みや苦痛、心のつらさを和らげ、より

豊かな人生を送ることができるように支えていくケアのことです。病気の重さに関係せず、はやい

段階から受けることができます。緩和ケアは、全国のがん診療連携拠点病院であればどこでも受け

ることができ、通院でも入院でもご自宅でも受けられます。（がん診療連携拠点病院以外でも受けら

れる病院もあります）緩和ケアに関してお尋ねになりたい方は、「緩和ケアセンター」や「がん相談

支援センター※」にご相談ください。 

 

 

・医師がケアマネージャーに何を求めて 

いるのかが分かった 

・情報共有や連携の大切さを学んだ 

・本人、家族と関係機関との橋渡しが出 

来るように精進していきたい。 

熊本大学病院緩和ケアセンター吉武先生と認

定看護師内田氏に講師を依頼し、圏域のケアマ

ネージャーさんと研修を受けました。 

 在宅で生活を希望する終末期の患者さんとそ

のご家族との事例について、ケアマネージャー

なら、どのようにサービスを提案し医療（医師

や看護師）と関係性を作っていくのか？を一緒

に考えました。活発に意見が飛び交い、たくさ

んの気づきや学びにつながりました。 

 

緩和ケア研修 

 

 

 

がん相談支援センター※ 

 全国のがん診療連携拠点病院に設置され

ているがんの相談窓口です。熊本県内には

21か所あります。 

がんに関する治療や緩和ケアのこと、医療

費のこと、ご自宅で療養をされるときに利用

できる制度、お仕事のこと等々、がんに関す

る困りごと、悩みごとを専門のがん相談員が

一緒に考えます。 

相談は無料です。秘密は厳守いたします。 

匿名・電話相談でもＯＫです。    

お問い合わせ先           

熊本県がん連携サポートセンター 

096-373-5558 


